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問 題 

 

我が国が人口減少・超高齢社会を迎える中、15 歳から 64 歳の生産年齢人口は 2015 年の 
7,728 万人から 2040 年に 6,000 万人、2056 年には 5,000 万人を割り、2065 年には 4,529 万人

となることが推計されている（国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29
年 4 月）」出生中位・死亡中位推計）。 
 
 生産年齢人口の減少下にあっても中長期的に我が国が経済成長を続け地域が活力を維持する

ために国又は地方公共団体が講じるべき施策について、それを取り巻く現下の状況を踏まえな

がら所見を述べなさい（解答全体で 1,200 字以内とする）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


